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抄 録 
 

主訴が、デンチャーが嫌で、インプラント治療を希

望されて来院された50代の女性です。 

前歯部のGBR、残存歯のクラウンレングスニングな

ど全顎的な咬合再構築を行いました。 

顔貌の審美性の回復を考え、術前と術中に可撤式の

歯肉付きBrを勧めてみましたが拒否され、結果は、バ

ナナトゥースと回復されないままの顔貌になりました。 

患者さんは、着脱式ではないという事だけで、一応

満足されているようですが、反省する点の多い症例と

なりました。 

諸先生方のご指導ご鞭撻よろしくお願いします。 


